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体
育
指
導
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ン
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第
一
章

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

北
海
道
の
厳
し
い
自
然
条
件
と
社
会
的
条
件
を
考
慮
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
「
寒
冷
体
育
科
学
研
究
所
」
設
置
運
動
が
地
域
の
協

力
を
得
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
第
一
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
の
札
幌
市
開
催
決
定
に
伴
い
、
日
本
選
手
の
強
化
の
た
め
に

「
北
海
道
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
が
一
九
六
九
年
末
に
竣
工
、
一
九
七
〇
年
三
月
に
は
運
営
費
・
一
部
設
備
費

と
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
北
海
道
、
北
海
道
体
育
協
会
、
札
幌
市
、
札
幌
市
体
育
連
盟
の
援
助
、
協
力
を
得
て
発
足
し
た
。
運
営
委
員

会
は
北
海
道
大
学
、
北
海
道
体
育
協
会
、
札
幌
市
体
育
連
盟
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
（
一

九
七
二
年
）
の
終
了
と
と
も
に
所
期
の
使
命
を
果
た
し
、
本
学
に
移
管
さ
れ
た
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
一
九
七
二
年
五
月
一
日
付
け
で
北
海
道
大
学
と
京
都
大
学
に
体
育
指
導
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
名
称
も
「
北
海
道
大
学
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
ら
れ
て
、
体
育
の
指
導
に
関
す
る
専
門
的

業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
厚
生
補
導
施
設
と
し
て
再
発
足
し
た
。
事
務
は
学
生
部
が
担
当
す
る
機
構
に
な
っ
た
。
同
年
六
月
十

七
日
に
は
、
北
海
道
大
学
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
規
程
、
同
運
営
委
員
会
規
程
が
制
定
さ
れ
た
。
初
代
所
長
に
は
奈
良
岡
健
三
教
授
が
就

任
（
併
任
）、
同
年
八
月
十
六
日
付
け
で
専
任
教
官
と
し
て
体
育
指
導
主
事
寄
金
義
紀
助
教
授
が
発
令
さ
れ
た
。
運
営
委
員
の
構
成
は
、

セ
ン
タ
ー
所
長
、
体
育
指
導
主
事
、
保
健
体
育
科
目
担
当
教
官
二
名
以
内
、
体
育
団
体
顧
問
教
官
二
名
以
内
、
学
生
部
長
、
事
務
局
長

で
あ
っ
た
。
こ
の
体
制
が
一
九
九
五
年
ま
で
続
い
た
が
、
大
学
改
革
に
伴
い
、
学
生
部
長
、
事
務
局
長
が
抜
け
学
務
部
長
が
入
る
変
更

が
あ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
歴
代
所
長
と
そ
の
就
任
時
期
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
奈
良
岡
健
三
（
一
九
七
二
年
八
月
一
日
）、
有

岡
勇
（
一
九
七
三
年
四
月
一
日
）、
宮
崎
兼
光
（
一
九
七
四
年
四
月
一
日
）、
大
宮
快
雄
（
一
九
七
六
年
四
月
一
日
）、
室
木
洋
一
（
一

九
七
七
年
五
月
一
日
）、
東
克
彦
（
一
九
七
八
年
十
月
一
日
）、
斎
藤
勝
政
（
一
九
八
〇
年
四
月
二
日
）、
中
川
功
哉
（
一
九
八
四
年
四
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月
二
日
）、
室
木
洋
一
（
一
九
八
八
年
四
月
二
日
）、
福
地
保
馬
（
一
九
八
九
年
四
月
一
日
）、
井
野
智
（
一
九
九
五
年
四
月
一
日
）、
関

口
恭
毅
（
一
九
九
九
年
四
月
一
日
〜
）。

第
二
章

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導

体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
の
業
務
は
、
セ
ン
タ
ー
規
程
に
よ
り
（
一
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
及
び
そ
の
研
究
に

関
す
る
こ
と
、（
二
）
体
力
診
断
及
び
運
動
能
力
の
測
定
に
関
す
る
こ
と
、（
三
）
体
育
の
指
導
の
た
め
の
講
習
会
、
研
究
会
等
の
開
催

に
関
す
る
こ
と
、（
四
）
そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達
成
に
必
要
な
業
務
、
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
、

セ
ン
タ
ー
を
一
般
の
体
育
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
育
館
（
一
〇
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
管
理
・
合
宿
棟
か
ら
な
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設
備
と
し
て
は

発
足
時
に
移
管
さ
れ
た
大
型
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
（
一
台
）
を
中
心
に
、
逐
次
補
充
さ
れ
た
重
量
式
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
シ
ー
ン
（
一
式
）、

油
圧
式
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
シ
ー
ン
（
六
台
）、
て
こ
式
重
量
負
荷
マ
シ
ー
ン
（
六
台
）
な
ど
、
測
定
設
備
と
し
て
、
多
目
的
生
体

現
象
監
視
記
録
シ
ス
テ
ム
・
ポ
リ
グ
ラ
フ
（
一
式
）、
呼
吸
代
謝
測
定
装
置
（
自
動
分
析
装
置
）（
一
式
）、
ビ
デ
オ
式
高
速
度
カ
メ
ラ

（
一
式
）
な
ど
を
有
す
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
実
施
、
学
生
団
体
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
合
宿
訓
練
の
計
画
・
方
法
の
指
導
、
学
生
団
体
の
体
力
測
定
の
指

導
な
ど
を
創
設
以
来
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
は
体
育
団
体
の
希
望
に
対
し
て
体
育
指
導
主
事
が
適
宜
行
う
ほ

か
、
予
算
が
得
ら
れ
れ
ば
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
専
門
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
測
定
機
器
の
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利
用
説
明
・
講
習
会
も
適
宜
行
っ
て
き
た
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
の
正
確
な
把
握
は
利
用
の
利
便
性
と
の
兼
ね
合
い
で
困
難
が
あ
る
が
、
実
態
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、
一
九

九
九
年
度
、
利
用
時
に
自
主
的
に
記
帳
し
た
者
は
一
万
四
〇
〇
〇
名
弱
で
あ
る
。
授
業
時
間
帯
の
多
様
化
、
学
生
数
、
特
に
院
生
数
の

増
加
な
ど
に
は
、
定
休
日
の
廃
止
、
開
館
時
間
の
繰
り
上
げ
（
午
前
一
〇
時
か
ら
九
時
へ
）、
閉
館
時
間
の
繰
り
下
げ
（
午
後
八
時
か

ら
一
〇
時
へ
）
な
ど
、
開
館
時
間
を
増
加
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
懇
話
会
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
専
門
的
知
識
を
普
及
す
る
た
め
に
、
毎
年
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
選
び
、
外
部
か
ら
専
門
家
を
講

師
と
し
て
招
聘
し
て
、
学
生
・
職
員
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
が
実
技
指
導
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
懇
話
会
で

は
概
ね
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
最
新
の
研
究
成
果
の
講
演
と
質
疑
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
章

研
究
活
動
・
社
会
貢
献

体
育
指
導
主
事
の
専
門
分
野
を
中
心
に
し
て
活
発
に
研
究
が
行
わ
れ
、
特
に
近
年
は
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
研
究
所
（
者
）
と
の
共
同
研
究
も
行
っ
て
い
る
。
初
代
主
事
（
寄
金
義
紀
助
教
授
、
一
九
七
二
年
八
月
十
六
日

〜
七
六
年
七
月
一
日
）
の
五
年
間
は
、
市
民
体
力
向
上
を
目
指
し
た
運
動
手
法
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
種
目
の
開
発
が
中
心
で
あ
っ
た
。
第

二
代
主
事
（
見
戸
長
治
助
教
授
、
一
九
七
六
年
七
月
十
五
日
〜
八
六
年
五
月
三
十
一
日
）
の
一
一
年
間
は
学
内
他
部
局
（
教
育
学
部
、

工
学
部
、
医
学
部
）
や
道
内
他
大
学
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
推
進
し
、
体
育
科
学
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
力
を
つ
け
た
。

第
三
代
主
事（
川
初
清
典
助
教
授
、
一
九
八
七
年
四
月
一
日
〜
）の
一
九
八
七
年
以
降
は
、
高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
究
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
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ク
ス
キ
ー
種
目
の
運
動
生
理
学
的
研
究
・
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開
発
研
究
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
ス
キ
ー
チ
ー
ム
の
競
技
力
向
上
の
一
翼
を
担
い
、
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
の

各
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
の
好
成
績
を
支
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
発
足
の
経
緯
も
あ
っ
て
地
域
へ
の
貢
献
が
強
く
期
待
さ
れ
、
発
足
の
翌
年
（
一
九
七
三
年
）
に
は
最
初
の
公
開
講
座
を

実
施
、
そ
れ
以
降
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
講
座
の
規
模
は
二
〇
〜
三
〇
名
と
し
、
当
初
五
年
間
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
育
館
が
市
民

に
開
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
の
関
連
も
あ
り
市
民
の
体
力
づ
く
り
講
座
を
、
そ
の
後
十
数
年
間
は
ボ
ー
ト
や
水
泳
を
中
心
に
年
一
〜
三

回
実
施
さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
以
後
、
夏
は
「
硬
式
テ
ニ
ス
」、
冬
は
「
歩
く
ス
キ
ー
」
を
中
心
に
実
施
し
た
が
、
一
九
九
六
年
か
ら

は
冬
の
「
歩
く
ス
キ
ー
」
だ
け
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
観
察
も
重
視
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
あ
り
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
公
式
報
告
書
は
一
九
八
八
年
以
降
刊
行
さ
れ
、
特
に
、
一
九
九
二
年
度
以
降
は
『
北
海
道
大
学
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
年

報
』
と
し
て
定
期
的
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
主
要
な
研
究
成
果
は
「
臨
寒
ス
ポ
ー
ツ
科
学
資
料
」
と
し
て
そ
こ
に
公
表
さ
れ
て

い
る
。

第
四
章

さ
ら
な
る
発
展
の
鼓
動

専
任
者
が
体
育
指
導
主
事
一
名
と
い
う
最
小
規
模
の
厚
生
補
導
施
設
で
は
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
は
発
足
以
来
二
八
年
間
、
教
育
研
究

上
の
大
き
な
役
割
を
学
内
外
に
対
し
て
果
た
し
て
き
た
。
近
年
は
、
少
子
高
齢
化
・
若
年
労
働
力
不
足
、
高
度
福
祉
社
会
の
進
展
な
ど

の
諸
要
因
に
よ
り
、
世
界
的
に
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
教
育
研
究
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
執
筆

関
口
恭
毅
）
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